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議席番号 氏 名

ＮＯ．１ 質問事項・要旨及び答弁者

２ 新井田 昭 男

１.シャトルバス（仮称）運行について 町 長

少子高齢化や人口減少問題は、地方創生による人口減少対策を実施

しても未だ大きな成果・進展が見られず、国や各自治体の根幹を揺る

がす大きな問題となっています。

木古内町の人口ビジョンでは、人口減少のペースを抑制しても平成7

2年の人口は1,992人（△63％）と見込まれています。このような状況

の中で、昨年の新幹線開業もあり道の駅の集客数は既に55万人を超え、

我が町に大きな経済効果をもたらしました。

しかし、今後の我が町の地域振興を考えた時、町民の内需拡大を柱

とした総合的な地域振興策を図る重要性・必要性を強く感じます。

そこで、特に高齢者の皆様のお力添えが必要不可欠と考えます。町

内でのさらなる消費、購買力の向上と町内活性化を図るためには、交

通アクセスの充実が必要と思われるため、次の２点について町長の見

解を伺います。

①現行の医療機関送迎バスとの連携を図り、効率的な町内シャトル

バス（仮称）の運行

※メリット

・交通費用の負担軽減が図られる

・地域住民のさらなる消費、購買力の向上が図れる

・使用される高齢者の皆さんの気晴らしや交流が図られる(地域包

括ケアの促進）

・継続運行により総合的地域振興や、活性化による相乗効果が期

待できる

②町内各種イベント時に関係交通機関との連携によるシャトルバス

（仮称）の運行

※メリット

・本町地区や他地区でのイベント開催時間に対応した運行により、

さらなる集客増が図られる

・集客増による、さらなる消費、購買の向上が図られる

・各種イベント開催時の運行により地域振興や、活性化を含む相

乗効果が期待ができる


